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会    議    録 
(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 企画政策課 

会議名 

(審議会等名) 
令和２年度 第 1回 嬉野市総合計画審議会 

開催日時 令和 3年 1月 29 日(金)  １３:３０～１４:３０ 

開催場所 嬉野市中央公民館 第２研修室 

会議の公開の可否 ○可  ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 ０人  

公開不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 

(敬称略) 
戸田順一郎、坂口典子、田島洋文 

事務局 総合戦略推進部長、企画政策課長、主査 

その他  

会議の議題 ①総合計画重要指標 2019 実績分の評価検証 

配布資料 
① 令和元年度第１回総合計画審議会次第 

② 評価指標の状況（2019 の状況） 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 
(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

所管課 企画政策課 

議 題 １．総合計画重要指標 2019 実績分の評価検証 

内 容 １．事務局より説明。委員質問・事務局回答、委員の意見等 

審議経過 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

子育てファミリー・サポートセンターの利用児童数について増加が著

しいが理由は何か。 

 

利用の無料チケットを配布しているほか、一部補助によりサービス利

用単価を低くしている。これらを継続しているため周知が図られ市民

の認知が上昇してきたことによると思われる。 

 

子育て支援センターの利用人数は減少していっているがなぜか。 

 

昨年度まではコロナの影響もほとんどなく、早期に仕事復帰する女性

が増えたために、子育て支援センターの利用は減少傾向であった。 

今年度においては、コロナの影響もあり外出自体を控える動きがある

ため、さらに減少すると思われる。 

 

空き家バンク登録件数がかなり伸びているが理由は。また、成約はど

のくらいあるのか。 

 

昨年度においては、把握している空き家の持ち主に手紙を送ったり、

帰省シーズンに広報をするなどしたため登録が順調に伸びた。今年度

はそれに加え、空き家の登録や紹介に補助金制度を創設したため、コ

ロナの影響はほとんどなく順調に伸びている。また、杵藤地区宅建業

協会に委託し、所有者が登録する際の書類の準備などの手間を省いて

いる。約半数程度が成約している。 

 

特定空家除去数は伸びていないがなぜか。 

 

市内に状態が悪い空家は数軒あるが、持ち主と継続的に話しができて

おり、特定空家に指定し除去命令を出すような状況の家屋が今のとこ

ろはない。 

 

焼却ゴミ量が年々増えてきているがなぜか。 

 

1 人世帯が多くなってきており、パッケージング食品を利用する者が増

えてきていることと、昨年度までの景気拡大で民間事業者によるゴミが

増えてきたことが要因。事業系のゴミのほうが増えている。 

 

農産物の海外輸出商談件数が大きく伸びてきているが理由は。 

 

JETRO との取り組みの成果が現れてきている。ヨーロッパに加えシンガ
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委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

ポールや台湾などのアジア圏が伸びてきている。ただし、今年度はコロ

ナの影響があり大きく減少する見込。 

 

商店街の空き店舗率はどのような状況か。 

 

昨年度までは、ほぼ横ばいであった。新規に開店する店もあった一方、

高齢化などにより閉店する店もあった。今年度においては、高齢化など

で閉店を考えていた方たちがコロナで閉店される状況が目立つ。一方、

新規開店は構想段階の話しはあったが、時勢的に難しくなっている。 

 

誘致企業の雇用者数はどうか。 

 

企業誘致ビルが完成し、すこしづつではあるが入居企業も決まっている

ため、雇用者数も増えている。ただし、今年度はコロナの影響で、企業

進出の話し自体が減っていたり、商談なども難しい状況が続いている。

ただ、旅館の空き室に企業進出が進んでいるなど明るい話題もある。 

 

市役所内の残業時間が増えてきているが、対策はしているのか。 

 

昨年度は、大規模な災害対応が多かったため残業時間が増えてしまっ

た。通常業務に関しては極力業務内で処理するよう習慣づけができつつ

ある。今年度からは、AI-OCR や RPA を導入し省時間化とサービス向上

に努めている。 

 

２０２１年度の目標値について、コロナ禍の影響を加味したと考えられ

るものと、そうでないと考えられるものがあるが、どちらかに統一した

ほうがいいのではないか。 

 

２０２１年度の目標値については、本計画の策定時に定めているもの

で、コロナ禍の影響は加味していない。目標値を上回っているから良し

とするわけではく、達成はしているが更に良い結果となるよう努めてい

る。 

 

福祉ボランティア団体数が大きく減少しているがなぜか。 

 

高齢化により団体の合併や消滅が一気に進んだ。 

 

防災訓練実施地区は順調に増えてきているが、2021 年度の目標値であ

る 88 地区というのは少なくないか。 

 

嬉野市内の行政区が全部で 88 地区であり、全地区での訓練実施を目指

している。 

 

観光関係の数値が落ちてきているが何故か。 

 

一昨年に閉鎖した旅館の影響や、武雄での水害による風評被害などが大

きい。 

その他 なし 

 


